
 

 

 

 

 

  

 

 

 

イエローハット創業者の鍵山秀三郎さんによるとトイレ掃除をすると５つの効果があるそうです。 

トイレ掃除は担当の生徒が毎日きれいにしてくれて 

います。問題はトイレの使い方。残念ながらトイレ 

ットペーパーを鼻紙に使用し、ゴミ箱ではな 

くその場へ捨てている生徒、弁当ガラを捨て 

ている生徒、ガムを床へそのまま捨てている 

生徒がいます。そんな生徒が２年生にいることが残 

念でなりません。 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

２年団 

学年通信  
第１７号  

環境改善・自己改善 編  

平成２９年２月１日発行  

２月の学校行事 
１ 木  １６ 金 登校禁止 

２ 金  １７ 土  

３ 土 秘書検定 １８ 日  

４ 日 全商商業経済検定 １９ 月 学年末考査時間割発表 

５ 月  ２０ 火  

６ 火  ２１ 水 販売士検定 

７ 水 総合的な学習成果発表会（２年） ２２ 木  

８ 木  ２３ 金  

９ 金 球技大会 ２４ 土  

１０ 土 日商簿記セミナー（会計コース） ２５ 日 日商簿記検定 

１１ 日 日商簿記セミナー（会計コース） ２６ 月 学年末考査① 

１２ 月  ２７ 火 学年末考査② 

１３ 火 １・２校時授業 午後登校禁止 ２８ 水 学年末考査③ 卒業式予行 

１４ 水 特別入学者選抜① 登校禁止    

１５ 木 特別入学者選抜② 登校禁止    

トイレは心を映す鏡です 

謙虚な人になれる  

どんなに才能があっても、傲慢な人は人を幸

せにすることはできない。人間の第一条件

は、まず謙虚であること。謙虚になるための

確実で一番の近道が、トイレ掃除です。 

気づく人になれる  

世の中で成果をあげる人とそうでない人の差は、無

駄があるか、ないか。無駄をなくすためには、気づ

く人になることが大切。気づく人になることによっ

て、無駄がなくなる。その「気づき」をもっとも引

き出してくれるのがトイレ掃除。 

感動の心を育む  

感動こそ人生。できれば人を感動させるような生き

方をしたい。そのためには自分自身が感動しやすい

人間になることが第一。人が人に感動するのは、そ

の人と手と足と体を使い、さらに身を低くして一所

懸命取り組んでいる姿に感動する。特に、人のいや

がるトイレ掃除は最高の実践道場。 

感謝の心が芽生える  

人は幸せだから感謝するのではない。感謝す

るから幸せになれる。その点、トイレ掃除を

していると小さなことにも感謝できる 感受

性豊かな人間になれる。 

心を磨く  

心を取り出して磨くわけにいかないので目の

前に見えるところを磨く。特に人の嫌がるト

イレを きれいにすると心も美しくなる。 人

はいつも見ているものに心も似てくる。 

お店のトイレに行くと多くの格言を目にします。練習試合などで他校のト

イレを使用させていただくときも多くの学校で格言が貼ってあります。も

ともとトイレの格言は、店側にとっては長く居座り、金を落としてもらう

ための戦略とも言われていますが、実は学校にも特にトイレに関する格言

が多いです。考えられる理由として“トイレで学校のレベルがわかるから”

“トイレをきれいにすることで自分の心も磨こう”“公共物を大切に使お

う”等を伝えたいのではないでしょうか。 

要するに、 トイレをきれいにつかいましょう 

ということが言いたいのです。 

１．眉毛を剃るな・抜くな。 

２．ピアスの穴を開けるな。 
    １・２の項目は進路対策です。１学期 

（５月頃の予定）は履歴書の写真撮影があ 

ります。もちろん撮影時はノーメイクで。 

顔写真は前髪が眉にかからない、耳が髪 

で隠れないように撮影するのが全国共通 

の認識です。待ったなしの勝負、それが就 

職試験。眉が細いから、耳に穴が開いている 

という第一印象で不採用になることが自分で 

納得できますか。あとは自分の意識次第。 

 

３．自分の評定平均（１・２年の平均）の確認 
   ３月になると通知票が郵送されます。その中の各教科の５段階評定に注目。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    これがあなたの評定平均です。これが基準となって受験する大学や企業が決

定します。諦めるのはまだ早い。０．１でも評定平均値を上げる努力をしてくだ

さい。２月２６日から始まる学年末考査でラストスパートだ。 

今から４月までにしておくこと 

 

 

２年の評定平均 ＝ 各科目評定の合計 ÷ 2 年生全科目数 
 

 

１．２年の評定平均 ＝  

 ２  

 
１年の評定平均 ＋ ２年の評定平均  


